
北見市における景気動向調査報告書 
< 第 Ⅳ 四 半 期 > 

 
北 見 商 工 会 議 所 

 
Ⅰ．調 査 要 領 

 
１．調査時点及び調査対象期間 
（１）調 査 時 点  平成２９年４月１４日 
（２）調査対象期間 平成２９年１月～３月期実績および平成２９年４月～６月期見通しについて   

調査した。 
２．調 査 対 象             
  北見市に所在する企業を対象に、製造業、建設業、卸売業、小売業、サービス業の５業種１５０社 
 を往復ハガキにより調査した。 
３．回 収 状 況             
 

     企業数 
業 種 対象企業数 回答企業数 回 答 率 

製 造 業 ３０社   ２１社 ７０．０％ 

建 設 業 ３０社   ２２社 ７３．３％ 

卸 売 業 ３０社   ２３社 ７６．６％ 

小 売 業 ３５社   ２３社 ６５．７％ 

サービス業 ２５社   １７社 ６８．０％ 

合   計 １５０社  １０６社 ７０．６％ 

 
注）本調査結果の中で、Ｄ・Ｉ値とある記号は、ディフュージョン・インデックス（景気動向指数）で 
 好転企業割合から悪化企業割合を差し引いた値を示す 
 
 
 
 
 
 
 



Ⅱ . 概   況 
 
 

《 全 体 の 動 き 》 
 
 平成２８年度第Ⅳ四半期<平成２９年１月～３月>の北見市における業況は、前年同期比で「好転企業」 
２９．２％、「悪化企業」２８．３％、「好転」から「悪化」を差し引いたＤ・Ｉ値は０．９となってい

ます。 
このＤ・Ｉ値を前年同期と比較してみると、前年同期０→今期０．９と０．９ポイントの好転を示し

ています。また、前期<２８年度第Ⅲ四半期>との比較でも、前期△７．４→今回０．９と８．３ポイン

トの好転となりました。 
 今回の業況を業種別で見ると、製造業Ｄ・Ｉ値１４．４、建設業Ｄ・Ｉ値２７．２、卸売業Ｄ・Ｉ値

△８．６、小売業Ｄ・Ｉ値△１３．１、サービス業Ｄ・Ｉ値△１７．７となっており、前年同期調査と

比較すると、製造業で１４．４ポイント、建設業で１８．１ポイントの好転となった一方で、卸売業２

６．７ポイント、小売業で１３．１ポイント、サービス業で４．６ポイントの悪化となりました。 
 特に、卸売業ではＤ・Ｉ値２６．７ポイントの大幅な悪化傾向を示し、プラスからマイナスへ転じる

結果となりました。卸売業の業種内訳を見ても多くの業種で悪化を示しています。 
 また、来期の見通しを全業種で見ると「好転企業」１７．９％、「悪化企業」３３．０％でＤ・Ｉ値△

１５．１と、前年同期見通し（△８．２）に比べ６．９ポイントの悪化傾向を示し、厳しい状況が続く

来期見通しとなっております。 
 
 

《 業 種 別 の 動 き 》 
     
 

１）製 造 業        生 産 高        前年比で「増加企業」３８．１％、「減少企業」２８．６％、 
                    Ｄ・Ｉ値９．５と前年同期に比べ１４．１ポイントの好転を示

しました。 
 
           採   算   前年比で「好転企業」１９．０％、「悪化企業」３３．４％、 
                    Ｄ・Ｉ値△１４．４と前年同期より２３．５ポイントの大幅な

悪化となりました。 
 
           来期見通し   業況Ｄ・Ｉ値△２３．８、生産高Ｄ・Ｉ値△１４．３、資金

繰りＤ・Ｉ値△１４．２と前年同期に比べ全て悪化傾向を示し、

依然として厳しさが伺える来期見通しとなっています。 
 
 
 



２）建 設 業        完成工事高   前年比で「増加企業」３６．４％、「減少企業」３１．８％、 
                    Ｄ・Ｉ値４．６と、前年同期に比べ５０．４ポイントの大幅な

好転傾向を示しました。 
 
           採   算   前年比で「好転企業」           ３６．４％、「悪化企業」２２．７％ 
                  Ｄ・Ｉ値１３．７と前年同期に比べ２６．２ポイントの大幅な

好転傾向を示しました。 
 
          来期見通し   業況Ｄ・Ｉ値４．６、完成工事高Ｄ・Ｉ値０、資金                  

繰りＤ・Ｉ値△９．１と前年同期に比べ、業況と完成工事高で

好転傾向を示しており、予断を許さないものの明るさが見える

来期見通しとなっています 
 
３）卸 売 業   売 上 高   前年比で「増加企業」２６．１％「減少企業」３４．８％、 
                   Ｄ・Ｉ値△８．７と前年同期に比べ２２．４ポイントの大幅な

悪化傾向を示し、プラスからマイナスに転じる結果となりまし

た。 
 

             採   算   前年比で「好転企業」           １７．４％、「悪化企業」３４．８％、 
                    Ｄ・Ｉ値△１７．４と前年同期に比べ２６．５ポイントの大幅

な悪化傾向を示し、プラスからマイナスに転じる結果となりま

した。 
 

           来期見通し   業況Ｄ・Ｉ値△２１．７、売上高Ｄ・Ｉ値△１７．４、資金

繰りＤ・Ｉ値４．４と、前年同期に比べ全て悪化傾向を示し依

然として厳しさが伺える来期見通しとなっています。 
                

４）小 売 業   売 上 高   前年比で「増加企業」３０．４％「減少企業」３０．４％、 
                  Ｄ・Ｉ値０と前年同期と比べて４．３ポイントの好転傾向を示

しました。 
 
           採   算   前年比で「好転企業」２１．７％「悪化企業」３０．５％、 
                   Ｄ・Ｉ値△８．８と前年同期と比べ４．５ポイントの悪化傾向

を示しました。 
 
            来期見通し    業況Ｄ・Ｉ値△１３．０、売上高Ｄ・Ｉ値△８．８、資金                   

繰りＤ・Ｉ値△１３．０と前年同期に比べ全てで若干の悪化

傾向を示し、依然として厳しさが伺える来期見通しとなって

います。 



         
５）サービス業   売 上 高     前年比で「増加企業」３５．３％、「減少企業」４１．２％、         

Ｄ・Ｉ値△５．９と前年同期と比べ２７．４ポイントの大幅

な好転傾向を示しました。 
 
          採   算      前年比で「好転企業」１１．８％、「悪化企業」３５．３％、 
                   Ｄ・Ｉ値△２３．５と前年同期から１５．４ポイントの好転

傾向を示しました。 
 

                  来期見通し    業況Ｄ・Ｉ値△２３．６、売上高Ｄ・Ｉ値△２３．６、資  
                   金繰りＤ・Ｉ値△２３．５と、前年同期と比べ全てにおいて

若干の好転となっているが、依然として厳しい来期見通しと

なっています。 



 



業 種 別   経 営 上 の 問 題 点            
 

１ 位 ２ 位 ３ 位 ４ 位 ５ 位 

製 造 業 諸 経 費 増 人 材 不 足 人 件 費 増 同業者間の競合 得 意 先 減 少 

建 設 業 人 材 不 足 人 件 費 増 諸 経 費 増 同業者間の競合 得 意 先 減 少 

卸 売 業 同業者間の競合 得 意 先 減 少 人 材 不 足 諸 経 費 増 人 件 費 増 

小 売 業 同業者間の競合 得 意 先 減 少 諸 経 費 増 人 材 不 足 人 件 費 増 

サービス業 人 材 不 足 同業者間の競合 人 件 費 増 諸 経 費 増 得 意 先 減 少 

合   計 人 材 不 足 同業者間の競合 諸 経 費 増 人 件 費 増 得 意 先 減 少 

※ 問題点は、各業種とも３つ選択。 
○前年同期比 
全業種で見ると、前年同期調査の１位と２位が入れ替わり「人材不足」がトップとなった。前年４位

の「諸経費増」が３位、５位だった「人件費増」が４位となり、「得意先減少」が新たに５位となった。 
また、業種別でみるとサービス業で前年５位の「人材不足」が大きく順位を上げトップとなり、製造

業でも前年４位の「人材不足」が２位と順位を上げる結果となった。その他の業種では順位に大きな変

動は無かった。 
全体を通して、「人材不足」の問題が上位に上がってきており、より深刻化してきている。また、諸経

費や人件費の増加という問題も前年同様に抱えていることが伺える。 
  
※その他及び具体的な業界の問題点の記載事項 
（製造）○設備の老朽化（麺製造） 
     
（建設）○従業員の高齢化（土木・建築） 

      ○長時間労働の問題 繁忙期（工事の終盤）に現在検討されている１００時間未満の時間外労

働で対応できる体制を確保できるか。技術者（現場代理人）を二人による管理にしないとク

リアできないと思うが、コスト高につながる。まして、ただでさえ技術者不足の現在、抜本

的対策が確保できない（電気工事） 
    ○公共工事の初期発注（管工事） 
    ○少子化、人口減に因る物件減少（板金工事） 
     
（卸売）○運賃の負担（飼料） 
     
（小売）○何のために経営しているのか、基本に戻り見直しをするべき（眼鏡） 
    ○商店街の閉塞感。特に土日は２条通り東から西まで人影が全く見えず、この街に小売店は不

必要なのかと思う。年金の出た月に少し潤いがあるようですが、明るい希望が持てない  

（絵画） 
 



（サービス）○人材不足が続いている（ビルメンテナンス） 
      ○人材不足が深刻であり、働き方改革が必要（理美容） 
 

業 況 
製造業 ⇒ 好転（金属製品、農業用機械 、農産物加工製造、生麺類等、造作材、一般製材 
         産業用機械） 

        悪化（印刷、飲料、木材チップ、建具） 
 

建設業 ⇒ 好転（電気工事、冷暖房設備、金属製屋根、給排水設備） 
        悪化（管工事） 
 

卸売業 ⇒ 好転（鉄鋼、米麦、一般製材、見回り品、自動車部品、医療用機器） 
        悪化（食料・飲料、機器・厨房用機械器具、化粧品、石油製品） 
 

小売業 ⇒ 好転（自動車、介護用品） 
        悪化（酒、野菜、米穀類、鮮魚） 
 

サービス業 ⇒ 好転（飲食、カーリース、喫茶） 
          悪化（ホテル 、クリーニング、） 

             （※太字アンダーライン表示は重複該当業種） 


	第Ⅳ　報告書28
	業況29
	第Ⅳ　業種別経営上の問題たて28

